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 1996 年から続いた内紛が 2006 年に終結し、2008 年には王政を廃止して連邦民主共和制
に移行したが、政党間の対立により政治的な混乱が続いている。頻繁に発生する風水害や
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る。水場はまた、情報交換のスポットともなっている。表 1 に採取試料の詳細を、図 1 に




































度の時間給水が恒常化している。カトマンズ、パタンの生活用水の測定結果を表 2 に示す。 




153mg/L で、Na+ 21mg/L、Cl- 2.01mg/L であるが、EC は 748.0ms/m と高い。市内ダルバー
ル・マルクにあるホテルの洗面水が No.2 である。pH 7.30、EC 28.2ms/m、総硬度は 20mg/L
以下で、Cl- は 4.13mg/L、Na+ は 80mg/L であった。No.3 は政庁舎近くの軍施設に設置さ
れた水道水であるが、pH6.90、総硬度 165mg/L、EC 86.8ms/m、Cl- 1.01mg/L で、Na+ は
86mg/L であった。 
 




























1 7.05 748.0 11.09 4.70 402 2.01 21 12.5 <* 17 78.3 153
2 7.30 28.2 11.44 0.18 453 4.13 80 16.0 0.049 22 0.983 <**
3 6.90 86.8 11.46 0.56 374 1.01 86 7.5 < 14 78.5 165
4 7.40 89.0 11.51 0.57 389 1.88 82 9.3 0.026 26 17.2 102
5 7.53 31.5 9.54 0.21 263 0.37 7 15.4 < 3 49.1 90
表2　カトマンズ周辺の生活用水の測定結果
*	0.019mg/L以下、	**	20mg/L以下*0.019mg/L 以下、**20mg/L 以下 
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 パタンは、カトマンズの南、バクマティ川の対岸に位置する古都であり、訪れる観光客
は多い。No.4 は高台にあるホテルの洗面水で、pH7.40、総硬度 102mg/L、EC 9.0ms/m 、
Cl- 1.88mg/L で、Na+ は 82mg/L であった。No.2〜4 は、パイプで配水された水であり、
No.2 はホテル独自でろ過処理をしているため、EC が幾分低くなっているが、いずれも、
同じ給水系統である。これらの試料からは、K+ が 14〜26mg/L、NO2- は 0.049mg/L(No.2）
と 0.026mg/L（No.4）検出された。食べ物のかす、シャワーの水、屎尿などに含まれる窒







どに利用している。No.5 はその市販水であり、pH7.53、総硬度 90mg/L、EC 31.5ms/m、






































6 7.46 48.2 9.23 0.31 290 0.67 17 16.5 < 16 81.7 105
7 7.42 822.0 9.06 5.20 282 0.38 14 10.2 < 6 101 155
8 7.15 58.0 9.14 0.37 308 0.21 10 9.9 0.042 12 87.7 49
表3　チトワンの生活用水の測定結果
*	0.019mg/L以下、	**	20mg/L以下*0.019mg/L 以下、**20mg/L 以下 
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水であり、pH7.46、総硬度 105mg/L、EC 48.2ms/m、Cl- 0.67mg/L、Na+ 17mg/L で、K+ は
16mg/L であった。No.7 はジャングル入り口に設置されたポンプ井戸（深井戸）の水であ
る。pH7.42、総硬度 155mg/L、EC 822.0ms/m、Cl- 0.38mg/L、Na+ 14mg/L であった。公園内
には野生生物の保護を目的とした像繁殖センターがあり、20 頭以上の像が飼育されている。
センター職員や観光客は敷地内に設置された井戸（浅井戸）を日常的に利用しており、こ
の水が No.8 である。pH7.15、総硬度 49mg/L、EC 58.0ms/m で、Cl- 0.21mg/L、Na+ 10mg/L、
K+ は 12mg/L であった。NO2-が 0.042mg/L 検出されており、これは、地表水や深井戸に比べ
浅井戸が生活排水や動物の排泄物の地下浸透による影響を受けやすいためである。チトワ
ンで採取した水は、pH7.15〜7.46、DO は 9.06〜9.23 であった。 





なっている。表 4 にポカラの生活用水の測定結果を示す。 
 市街地は、ホテルやレストランが集中するフォワ湖岸と湖岸から北に向かってセティ川
沿いに空港、郵便局、病院、博物館、寺院などが並ぶ地区から成る。No.9 はフォワ湖岸に
あるレストランの厨房で使っている水である。pH7.59、総硬度 29mg/L、EC 10.4ms/m で、


























9 7.59 10.4 9.01 0.00 288 0.27 4 10.4 < 2 14.3 29
10 7.53 29.3 9.87 0.19 243 1.14 12 3.6 0.049 24 29.1 65
11 7.83 39.1 9.35 0.25 262 1.09 11 12.0 0.057 25 33.7 93
12 7.60 4.5 9.31 0.03 271 0.16 7 1.7 < 10 2.86 40
13 8.00 89.1 9.18 0.57 247 0.66 13 3.4 0.199 7 45.2 62
14 8.14 20.0 8.85 0.14 246 0.18 6 2.1 0.033 4 15.4 32
15 7.72 12.0 8.80 0.08 266 78.00 13 1.8 < 0 11.1 91
*	0.019mg/L以下、	**	20mg/L以下
表4　ポカラ、ムグリンの生活用水の測定結果
*0.019mg/L 以下、**20mg/L 以下 
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含み流量が多く、白濁していた。No.10 はこの河川水であり、pH7.53、総硬度 65mg/L、EC 
29.3ms/m で、Cl- 1.14mg/L、Na+ 12mg/L、K+ 24mg/L、NO2-は 0.049mg/L であった。セティ
川上流は石灰質の堆積物が分布する地質であり、融雪水で押し流された石灰質を含む泥が
混じり白濁していると考えられる。空港から 4km ほど南のセティ川を望む崖の上に建つホ
テルの洗面水が No11 で、pH7.83、総硬度 93mg/L、EC 39.1ms/m で、Cl- 1.09mg/L、Na+ 11mg/L、
K+ 25mg/L、NO2-は 0.057mg/L であった。No11 と 10 の成分比は類似しており、このホテル
では河川水を利用しているのであろう。フォワ湖の北に聳える標高 1592m のサランコット
山は、市内からのミニトレッキングとして人気が高い。山腹に設けられた飲用水栓は湧水
を利用しており、この水が No.12 である。pH7.60、総硬度 40mg/L、EC 4.5ms/m で、Cl- 
0.16mg/L、Na+ 7mg/L であり、比較的良質な湧水である。市内北部のオールドバザール周辺
は、古い家々が並ぶ下町である。No.13 は下町の公共水場の汲み置き水であり、pH8.00、






ダ - ムグリン - カトマンズ - コダリ（中国国境）を結ぶ路線（Asian Highway42）であ
る。ムグリンはカトマンズとポカラの中間に位置する山間の町であり、No.14 はこの町の
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Water for Living in Central Nepal 
 
Hisayo TOMITA, Reiko MIZUTANI 
 
Abstract 
    The usage and quality of water for living were investigated in Kathmandu, Patan, 
Pokhara, and Chitwan in central Nepal.  Water supply systems were created in the 
region, and most of the residents used  water from public taps or protected wells.  
Piped water was surface water or groundwater without filtlation and chlorination.  
Furthermore, domestic sewage is directly discharged into the surface waters because 
there are few wastewater treatment plants.  The existence of  NO2-  in  several 
samples suggest that raw water was polluted with human waste.  
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